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１.はじめに 

令和 2 年度におけるＮＥＸＣＯ東日本北海道支社管

内（以下,北海道支社管内）の舗装補修延長は，表層約

140.0ｋｍ,基層約 22.6ｋｍとなっている.基層以深の補

修は,近年増加傾向であり,今後舗装の劣化進行に伴い

さらに増加することが見込まれる.これまで,表層を主

として補修を行ってきたが基層以深の補修も計画的に

検討していく必要がある.基層以深の補修では,表層の

みの補修と比べ 1 日当たりの施工延長が短くなり,工事

日数が増加する. 

さらに,北海道支社管内は,供用延長の約 6 割が暫定

2 車線区間であるため,夜間通行止めにて補修が行われ

ることが多い.夜間通行止めでの作業は,時間制約が大

きく,施工延長が限られ,多くの通行止め日数を要する. 

そこで表層,基層,アスファル

ト安定処理路盤（以下,Ａｓ安

定）の 3 層を置換える施工方法

の一手法として,後志自動車道

（以下,後志道）で施工された大

粒径アスファルト舗装（以下,大

粒径舗装）について,施工性,耐

久性の評価を行ったので報告す

る.               図-1 舗装構成 

２.施工性について 

 大粒径舗装の施工性について,表層（4cm）,基層

（6cm）,Ａｓ安定（8cm）の 3 層（計 18cm）を補修す

る場合の各施工パターンの施工能力を算出し,評価を

実施した.算出する上での共通の前提条件を表-1 に示

す. 

         表-1 算出前提条件 

 

 

 

 

（１）施工パターン 

①通常施工 

 通常施工は,表層,基層,Ａｓ安定の 3 層をそれぞれ 1

層ごとに仕上げていく方法である. 

②大粒径舗装（プラント 1 基） 

大粒径舗装（プラント 1 基）は,表層,基層,Ａｓ安定

の 3 層を一括に仕上げ,18cm の圧送施工のため,転圧後

も表層に不陸が残りやすいことから後日,表層のみ再

度,不陸解消のための切削オーバーレイを行うもので

ある.また,18cm の舗設時は,集中的にアスファルト合

材の出荷が必要であり,プラントからの出荷能力に施

工が左右される.ここでは,プラントの体制を 1 基とし

て,施工性の評価確認を行った. 

③大粒径舗装（プラント 2 基） 

大粒径舗装（プラント 2 基）は,上記②に示す方法の

うち,プラントを 2 基体制としたものである. 

（２）施工能力 

 標準歩掛等を参考に施工パターン毎に施工能力及び

これに伴う必要工事日数を算出した（表-2）. 

 ①通常施工では,1 夜間当り 100m 程度の施工が可能

である. 

②大粒径舗装（プラント 1 基）では,1 夜間当り 160m

程度まで施工延長を延ばすことが可能である.しかし

ながら,施工延長が 100m から 160m に伸びたことによ

って減少する工事日数は少ない.例として,補修延長が

2000m の場合,通常施工で 20 日間の工事日数が 18 日間

となり,減少できる工事日数は 2 日程度である. 

③大粒径舗装（プラント 2 基）では,1 夜間当り 230m

程度まで施工延長を延ばすことが可能であり,工事日数

の減少効果が大きい.例として,補修延長が 2000m の場

合,通常施工で 20 日間の工事日数が 14 日間となり,減少

できる工事日数は 6 日程度である. 

 上記より,大粒径舗装はアスファルト合材の出荷能力

を上げることで,施工能力が向上し,工程短縮の効果が

表層

基層

Ａｓ安定処理路盤

下層路盤

項目 条件

施工時間
夜間通行止め　20：00～翌6：00
21:00現場流入　4：00舗設完了

施工幅員 3.9ｍ

大型路面切削機 使用台数1台　切削深さ18ｃｍ

アスファルトフィニッシャー 使用台数1台
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大きいことが確認された.なお,アスファルト合材をプ

ラントから出荷後,品質の確保が可能な範囲で合材ダン

プを待機させるなど,運搬方法を工夫することで,さら

なる施工能力の向上が期待できる. 

表-2 各パターンの施工能力 

 

３.混合物の性状値（耐久性）について  

 大粒径舗装の耐久性について,配合試験結果や現場

で採取した切取供試体の性状値より評価を実施した. 

（１）配合試験結果 

 後志道では,3 つのプラントから出荷されており,その

配合情報,試験結果を表-3,4 に示す.いずれのプラントも

動的安定度の結果が高い傾向があり,耐流動性に富んだ

混合物であると言える.  

表-3 各プラント配合情報 

 
表-4 各プラント配合試験結果 

 

（２）現場切取供試体の試験結果 

大粒径舗装の現場切取供試体の評価を行うにあたり,

基層部に位置する上層部 6cm とＡｓ安定部に位置する

下層部 8cm に分けて圧裂試験,残留圧裂試験と加圧透水

試験について実施した（図-2）.各試験結果を表-5 に示

す. 

 

図-2 現場切取供試体 

①基層部（上層）試験結果 

 基層部（上層）の試験結果について,締固め度は満足

しており,加圧透水試験から「透水性が低い～不透水」

とされる値を確認した. 

②Ａｓ安定部（下層）試験結果 

 Ａｓ安定部（下層）の試験結果について,締固め度は

満足しており,加圧透水試験から「透水性が低い」とさ

れる値を確認した. 

表-5 現場切取供試体 試験結果 

 

（３）試験結果のまとめ 

 動的安定度が高い値を示していることから充分に耐

流動性を有した混合物であると考えられる.また,現場

切取供試体の試験結果から透水性が低い混合物である. 

４.まとめ 

 大粒径舗装は,厚層施工のため集中的なアスファル

ト合材の出荷が必要である.アスファルト合材の出荷

能力を上げることで,施工能力が向上し,工程短縮の効

果が発揮される.また,アスファルト合材の運搬方法を

工夫することで,さらなる施工能力の向上が期待でき

る. 

また,各性状値より,耐流動性や透水性が低い性能を

有しているため,基層やＡｓ安定に位置する層に施工

しても問題ないと考えられる. 

 今後,基層以深の置換えが必要な場合も多くなって

くると考えられる.暫定区間等,作業時間に制約がある

箇所かつアスファルト合材の出荷能力を上げることが

可能な現場において,大粒径舗装は有効な施工方法で

あると思われる.  
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補修延長
1000ｍ

補修延長
2000ｍ

補修延長
3000ｍ

補修延長
4000ｍ

①通常施工 100 10日 20日 30日 40日

②大粒径舗装_アスファルトプラント1基体制 160

　　　　　　　　不陸解消切削オーバーレイ 420

③大粒径舗装_アスファルトプラント2基体制 230

　　　　　　　　不陸解消切削オーバーレイ 420

35日

8日 14日 22日 28日

施工パターン
施工能力

（ｍ/1夜間）

工事日数

10日 18日 27日

37.5 % % %

31.5 % % %

26.5 % % %

19 % % %

13.2 % % %

4.75 % % %

2.36 % % %

0.6 % % %

0.3 % % %

0.15 % % %

0.075 % % %

アスファルト % % %

アスファルト種類

滑剤系滑剤系発砲系中温化剤

4.3 4.1 4.3

改質一般 改質寒冷地 改質寒冷地

6.4 7.4 8.0

4.6 5.2 4.5

20.7 18.2 17.0

13.7 10.8 10.5

40.1 43.1 40.0

27.3 30.3 30.5

80.2 81.3 80.0

64.1 67.3 65.0

100.0 100.0

99.6 94.8 95.0

95.8 91.5 -

プラント名 Ａプラント Ｂプラント Ｃプラント

合成粒度

100.0

大粒径舗装

基準値

基層

（管理基準値）

As安定処理路盤

（管理基準値）

フロー値 20～60（1/100㎝） 15～40(1/100㎝) 15～45(1/100㎝) 31 1/100㎝ 42 1/100㎝ 43 1/100㎝

空隙率 3～7（％） 3～5(％) 3～10(％) 5 ％ 5.4 ％ 5.3 ％

飽和度 60～85（％） 70～85(％) - 66.8 ％ 63.9 ％ 65.5 ％

残留安定度 75(％)以上 75(％)以上 75(％)以上 93.9 ％ 84.7 ％ 92.3 ％

動的安定度 3000（回/㎜）以上 1000（回/㎜）以上 - 5,290 回/㎜ 8,457 回/㎜ 8,750 回/㎜

剥離面積率 5％以下 5％以下 - 0 ％ 0 ％ 0 ％

Ａプラント Ｂプラント Ｃプラント

　4cm

6cm

 14cm 8cm

表層

大粒径

基層部

(上層)

As安定部

(下層)

備考

締固め度 96以上 ％ 103.1 ％ 102.7 ％ 96以上 ％ 99.8 ％ 99.9 ％

圧裂試験 - 1.11 Mpa 0.96 Mpa - 0.91 Mpa 0.94 Mpa

残留
圧裂試験

- 1.23 Mpa 1.05 Mpa - 1.01 Mpa 0.87 Mpa

加圧

透水試験
-

1.93

×10
-6 ㎝/s -

7.83

×10
-6 ㎝/s

3.41

×10
-6 ㎝/s

As安定処理路盤

（管理基準値）

不透水

Aプラント
上層部

Bプラント
上層部

基層
（管理基準値）

Aプラント
下層部

Bプラント
下層部
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